
は である。ただし、 とする。このとき、１

　 の値を整数で表すと である。

　 は 桁の数である。

　 は、 を小数で表すと小数第 位に初めて０でない数字が現れ

る正の数である。このとき を小数で表すと、小数第 位に初

めて でない数が現れる。

　 ｜ …… ｜ …… とする。２

の要素のうち、小さいものから数えて 番目の要素を とすると

き、 の要素で 以下のものは 個ある。また、 の整数部分は

である。ただし、 の近似値 を用いてよい。

　 の方程式 ･ について３

　 のとき、実数解は である。

　異なる つの正の実数解をもつとき、 の値の範囲は

　　 である。

　 を定数、 を実数とし、 とする。４

　 とおく。

　 のとりうる範囲を求めよ。

　 を の式で表せ。

　 の最小値とそのときの の値を、 を用いてそれぞれ表せ。

　次の問いに答えよ。ただし、５

　　　　　　　　　　　　　　 とする。

　 の の位の数字を求めよ。

　 を自然数とし、 が 桁で の位の数字が となるとき、 の値を

　　求めよ。

　 の最高位の数字を求めよ。

　 の最高位の次の位の数字を求めよ。

　 の関数 を によって定める。６

　等式

　　を満たす実数 をすべて求めよ。

　 の値を求めよ。

　実数 に対して、 と をそれぞれ

を用いて　　表せ。

　 ｜ …… ｜ …… とする。７

の要素のうち、小さいものから数えて 番目の要素を とすると

き、 の要素で 以下のものは 個ある。また、 の整数部分は

である。ただし、 の近似値 を用いてよい。
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